
1新庁舎整備基本計画 熊本市政策局庁舎整備部庁舎建設課

2 0 2 5 1 1 1 3
第 3回新庁舎整備
基本計画検討分科会

第１章 これまでの検討

1‐1 新庁舎整備の検討経緯

1‐2  現庁舎の課題と整備の必要性（基本構想より)

1‐3 新庁舎の目指すべき姿（基本構想より）

1‐4 新庁舎の建設地の選定（基本構想より）

第２章 新庁舎のコンセプト

第４章 機能別整備方針

4‐1 本庁機能 

4‐2 議会機能

4‐3 中央区役所機能 

4‐4 交流・共創機能

4‐5 駐車場・駐輪場機能

第５章 求められる性能・水準

5‐1 防災・災害に対する性能

5‐2 景観保全

  5‐3 環境性能

5‐4 ユニバーサルデザイン

5‐5 執務環境性能

5‐6 セキュリティ

5‐7 長寿命化・ライフサイクルコスト

5‐8 可変性

6‐1 新庁舎に配置する組織・職員数

6‐2 新庁舎の面積

6‐3 施設イメージ

第７章 概算事業費、工事発注方式、事業スケジュール

7‐1 概算事業費

7‐2 工事発注方式

7‐3 事業スケジュール

第３章 配置計画

3‐1 敷地条件

3‐2 動線計画

3‐3 新庁舎の配置計画

3‐4 新庁舎の構成

第８章 関連事業

8‐1 関連事業

はじめに

熊本市新庁舎整備基本計画 目次（案）

参考資料 第３回分科会での審議

第６章 新庁舎の規模
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第 3回新庁舎整備
基本計画検討分科会

第１章 これまでの検討

1‐1 新庁舎整備の検討経緯

1‐2  現庁舎の課題と整備の必要性（基本構想より)

1‐3 新庁舎の目指すべき姿（基本構想より）

1‐4 新庁舎の建設地の選定（基本構想より）

第２章 新庁舎のコンセプト

第４章 機能別整備方針

4‐1 本庁機能 ※「執務室」は次回審議予定

4‐2 議会機能

4‐3 中央区役所機能 ※「執務室」は次回審議予定

4‐4 交流・共創機能

4‐5 駐車場・駐輪場機能

第５章 求められる性能・水準

5‐1 防災・災害に対する性能

5‐2 景観保全

  5‐3 環境性能

5‐4 ユニバーサルデザイン

5‐5 執務環境性能

5‐6 セキュリティ

5‐7 長寿命化・ライフサイクルコスト

5‐8 可変性

第６章 新庁舎の規模

6‐1 新庁舎に配置する組織・職員数

6‐2 新庁舎の面積

6‐3 施設イメージ

第７章 概算事業費、工事発注方式、事業スケジュール

7‐1 概算事業費

7‐2 工事発注方式

7‐3 事業スケジュール

第３章 配置計画

3‐1 敷地条件 ※ 第１回で提示

3‐2 動線計画  ※ 第２回で提示

3‐3 新庁舎の配置計画

3‐4 新庁舎の構成

第８章 関連事業

8‐1 関連事業

はじめに

熊本市新庁舎整備基本計画 目次（案）

今回審議事項

参考資料 第３回分科会での審議

前回（第２回）分科会で、仮コンセプトを設定

人とまちを まもり そだて つなぐ “森”としての庁舎

今回審議事項

今回審議事項

仮コンセプトを受けた庁舎のあり方の整理
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第 3回新庁舎整備
基本計画検討分科会

参考資料 第３回分科会での審議

第３回分科会では、仮コンセプトを受けた庁舎のあり方を整理し、その上で配置や各機能を整理します。

資料１
人とまちを まもり そだて 
つなぐ “森”としての庁舎

・仮コンセプトを踏まえた庁舎のあり方 →  仮コンセプトを踏まえた庁舎のあり方

▼

資料２ 敷地計画 ・動線や敷地計画の考え方 → 動線・出入口位置の想定

資料３ 各機能の配置 ・各機能の配置（上層、下層）の考え方 → 各機能の配置（上層、下層）

▼

資料４ 防災拠点機能

・防災拠点施設の整備方針

・災害の想定と検討する対策手法

・エリア防災で担う役割の考え方

・災害時の可変性の考え方 等

→ 新庁舎が担う災害時の役割

 防災拠点施設として必要な性能

資料５ 交流・共創機能 ・交流・共創機能の整備方針、整備内容 → 交流・共創スペースの具体的な機能、配置

資料６ 窓口機能 ・窓口機能の整備方針、整備内容 → 窓口の共用化などの新たな取り組み

資料７ 議会機能 ・議会機能の整備方針、整備内容
 ※ 市議会からの答申（R7.3月）を踏まえて今後検討を

進めますが、現時点での想定について示します
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